
　　
今
、
世
界
中
の
企
業
が
熱
い
視
線
を

注
ぐ
国
が
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
が
核
開
発
問
題
を
理
由
に

経
済
制
裁
を
課
し
て
い
た
中
東
の
イ
ラ

ン
だ
。
今
年
１
月
に
制
裁
が
解
除
さ
れ

て
以
降
、
人
口
８
０
０
０
万
人
近
い
巨

大
市
場
、
そ
し
て
豊
富
な
石
油
や
天
然

ガ
ス
を
有
す
る
資
源
大
国
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
に
期
待
す
る
外
国
企
業
が
、
次
々

と
イ
ラ
ン
に
進
出
。
日
本
企
業
も
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
プ
ラ
ン
ト
大
手
、
商

社
な
ど
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
注
目
の
国
イ
ラ
ン
は
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
古
く
か
ら
日
本
と

交
流
が
あ
り
、
親
日
国
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
経
済
的
に
高
い
潜
在
力
を
秘
め

て
い
る
と
は
い
え
、
制
裁
の
影
響
に
よ

る
高
い
失
業
率
や
、
都
市
化
に
伴
う
環

境
破
壊
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し
て

お
り
、
日
本
は
環
境
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
開
発
援
助
を
続
け
て
き
た
。

　
カ
ス
ピ
海
沿
岸
に
位
置
す
る
ギ
ラ
ン

州
。
こ
こ
で
５
年
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
の
が
、

渡
辺
仁
専
門
家
だ
。
渡
辺
専
門
家
は
、

渡
り
鳥
の
重
要
な
飛
来
地
と
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
ン

ザ
リ
湿
原
を
保
全
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
。「
毎
年
、
10
万
羽

を
超
え
る
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
ア
ン
ザ

リ
湿
原
は
、
生
態
学
的
に
素
晴
ら
し
い

価
値
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
地
の

人
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
て
、〝
湿
原
は

死
ん
で
し
ま
っ
た
〞
と
言
う
の
で
す
」。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
か
ら
18
年

後
の
１
９
９
３
年
に
は
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
湿
地
と
し
て
モ
ン
ト
ル
ー
レ

コ
ー
ド
に
追
加
さ
れ
た
ア
ン
ザ
リ
湿

原
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ

る
。
都
市
排
水
の
流
入
に
よ
る
水
質
の

悪
化
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
の

堆
積
な
ど
に
よ
る
湿
原
の
乾
燥
化
、
そ

れ
に
ご
み
の
流
入
に
よ
る
環
境
悪
化
も

深
刻
化
し
て
い
る
。「
初
め
て
湿
原
を

見
た
と
き
、
確
か
に
汚
染
が
進
ん
で
い

る
箇
所
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分

に
対
策
が
間
に
合
う
状
況
で
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
で

は
悲
観
的
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す

が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い
の

で
す
」
と
渡
辺
専
門
家
は
話
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
目
的
は
、
湿

原
の
管
理
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
だ
。

２
０
１
１
年
に
は
、
イ
ラ
ン
環
境
庁
ギ

ラ
ン
州
事
務
所
を
事
務
局
と
す
る
「
ア

ン
ザ
リ
湿
原
管
理
委
員
会（
A
W
M
C
）」

が
設
立
さ
れ
た
。

　
農
業
開
発
推
進
省
、
教
育
局
、
文
化

遺
産
観
光
局
、
上
下
水
道
公
社
な
ど
の

関
係
機
関
に
よ
る
組
織
横
断
的
な
管
理

主
体
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
成

果
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
機
能
を
強
化

す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
A
W
M
C
の
下
に
は
、
流
域
管
理
、

汚
水
管
理
、
廃
棄
物
管
理
、
湿
原
生
態

系
保
全
、
環
境
教
育
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
６
分
野
か
ら
成
る
サ
ブ
委
員
会
が

あ
り
、
各
分
野
で
日
本
人
専
門
家
が
技

術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
専
門
家

が
担
当
す
る
の
は
、
湿
原
生
態
系
保
全

と
環
境
教
育
だ
。
中
学
生
の
こ
ろ
に
双

眼
鏡
で
鳥
を
観
察
し
て
、
ス
ズ
メ
や
ハ

ト
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鳥
が

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
体
験
が
、
生
物

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

い
う
渡
辺
専
門
家
。
大
学
卒
業
後
は
、

周辺の河川から湿原に流入するごみ

日
本
工
営
株
式
会
社
の
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
19
年
間
に
わ
た
り
日

本
国
内
の
案
件
に
従
事
。
そ
の
後
、
ア

ン
ザ
リ
湿
原
の
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

皮
切
り
に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
な
ど

の
海
外
案
件
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

　「
イ
ラ
ン
と
日
本
と
で
生
態
系
が
異

な
る
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
、
湿
原
に
関

す
る
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で

す
。
ど
ん
な
生
物
が
ど
れ
だ
け
の
数
存

在
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
変

化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
り
、
改
善
策

を
立
て
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
」
と
渡
辺
専
門
家
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
鳥
類
と
哺
乳
類
の
生
態
調
査
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
長
年
の
経
験
を
踏
ま
え

て
渡
辺
専
門
家
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、〝
現
場
を
見
る
〞
こ
と
だ
。「
趣
味

も
兼
ね
て
で
す
が
、
週
末
は
ほ
ぼ
毎
日

湿
原
に
出
掛
け
て
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
先
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
専
門
家
が
持
っ
て
い
た
カ
ヤ
ッ
ク
を

使
っ
て
湿
原
に
入
り
ま
し
た
。
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
で
は
進
め
な
い
浅
い
場
所
に

も
入
る
こ
と
が
で
き
、
水
の
流
れ
や
生

態
系
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」。

　
約
１
年
か
け
て
調
査
し
た
結
果
、
ア

ン
ザ
リ
湿
原
に
は
2
4
3
種
の
鳥
類
が

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。哺
乳
類
は
、

夜
間
で
も
撮
影
可
能
な
赤
外
線
セ
ン
タ

ー
を
用
い
た
カ
メ
ラ
ト
ラ
ッ
プ
を
導
入

し
て
調
査
し
た
結
果
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ

ワ
ウ
ソ
（Lutra lutra

）
や
キ
ン
イ
ロ

ジ
ャ
ッ
カ
ル
（Canis aureus

）
な
ど

19
種
が
確
認
さ
れ
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ

ワ
ウ
ソ
は
魚
を
食
べ
る
た
め
、
湿
原
の

生
物
多
様
性
を
測
る
た
め
の
重
要
な
指

標
に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ニ
シ
ハ
イ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン
（Pele-

canus crispus

）
の
調
査
で
は
、「
サ

テ
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
対
象
物
に
発
信
機
を
装

着
し
て
、
人
工
衛
星
を
利
用
し
な
が
ら

現
在
地
を
追
跡
す
る
調
査
手
法
だ
。
ア

ン
ザ
リ
湿
原
で
越
冬
し
た
ニ
シ
ハ
イ
イ

ロ
ペ
リ
カ
ン
は
、
カ
ス
ピ
海
西
岸
沿
い

に
他
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
を
中
継

し
な
が
ら
北
上
し
、
ロ
シ
ア
の
繁
殖
地

ま
で
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
渡
辺
専
門
家
は
、「
渡
り
鳥
の
保

全
は
、
国
単
位
で
は
な
く
国
際
的
な
協

力
が
必
要
に
な
る
た
め
、
今
後
は
、
ロ

シ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
渡
辺
専
門
家
と
行
動
を
共
に
す
る
現

地
職
員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
一
人
が
、
環
境
庁
ギ
ラ
ン
州

事
務
所
の
ア
ッ
バ
ス
・
ア
シ
ョ
ー
リ
さ

ん
だ
。
ア
シ
ョ
ー
リ
さ
ん
は
調
査
の
最

中
に
、
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
植

物
を
湿
原
内
で
発
見
。調
べ
て
み
る
と
、

侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

だ
と
分
か
っ
た
の
だ
。
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

は
、
放
っ
て
お
く
と
た
ち
ま
ち
水
面
を

覆
い
尽
く
し
て
し
ま
う
た
め
、
ア
シ
ョ

ー
リ
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

り
、
す
ぐ
に
防
除
に
取
り
掛
か
っ
た
。

「
も
と
も
と
彼
は
鳥
類
の
専
門
家
と
し

て
調
査
や
研
究
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
鳥
以
外
の
保
全
活
動

に
も
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
渡
辺
専
門
家

は
話
す
。

　
湿
原
の
生
態
系
に
関
す
る
基
礎
的
な

デ
ー
タ
は
徐
々
に
集
ま
り
つ
つ
あ
り
、

今
後
の
目
標
は
、
湿
原
の
状
況
を
継
続

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
環
境
教
育

の
分
野
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

し
た
教
材
や
ビ
デ
オ
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
ア
ン
ザ
リ
湿
原
に
関
す
る
教
育

を
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
渡
辺
専
門
家
は
、「
将
来
的
に
は
、

ア
ン
ザ
リ
湿
原
が
モ
ン
ト
ル
ー
レ
コ
ー

ド
か
ら
外
れ
、
そ
の
経
験
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
国
内
の
他
の
湿
原
や
近
隣
諸
国

に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で

す
」
と
意
気
込
む
。

　
一
方
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
上
に
浮
か
ぶ
ゲ
シ
ュ
ム
島
。
自
由
特

区
に
指
定
さ
れ
、
貿
易
や
経
済
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
島

で
も
、
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　「
島
北
部
の
ハ
ラ
保
護
区
で
は
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
最
大
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が

渡
り
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
生
態
系
を
支

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
海
域
に

は
、
絶
滅
危
惧
種
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や

タ
イ
マ
イ
な
ど
も
多
く
生
息
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

開
発
や
石
油
・
ガ
ス
開
発
、
観
光
開
発

に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
の
で
す
」。
こ
う
指
摘
す
る
の

は
、
ゲ
シ
ュ
ム
島
の
〝
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
〞
構
想
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
井
口
次
郎
専
門
家
だ
。

　
こ
の
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
経
済
特
区
の
開
発
、
貴

重
な
自
然
資
源
と
伝
統
の
保
全
、
地
域

住
民
の
格
差
是
正
の
三
つ
を
柱
に
掲
げ

て
い
る
。
特
に
地
域
住
民
の
格
差
是
正

に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の
経
済
活
動
の

裨
益
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ゲ
シ
ュ

ム
島
で
は
、
石
油
・
ガ
ス
産
業
は
国
の

利
益
と
な
る
も
の
の
、
島
の
住
民
の
雇

用
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

多
く
の
住
民
が
手
工
芸
品
を
観
光
客
に

売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
が
、
技
術

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
が
未
熟
な
た

め
、
十
分
な
生
計
向
上
に
は
結
び
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
そ
こ
で
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

日
本
に
根
付
く
〝
里
山
・
里
海
コ
ン
セ

プ
ト
〞
を
適
用
し
、
住
民
参
加
型
に
よ

る
持
続
可
能
な
開
発
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。「
ハ
ラ
保
護
区
で
は
、

ラ
ク
ダ
な
ど
の
家
畜
の
餌
に
す
る
た
め

に
、
住
民
に
よ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の

枝
打
ち
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
住

民
の
生
計
向
上
と
自
然
生
態
系
の
保
全

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
井
口
専
門
家
。
今
後
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
の
モ
デ
ル

事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
、
ゲ
シ
ュ
ム

島
に
お
け
る
里
山
・
里
海
コ
ン
セ
プ
ト

の
具
体
的
な
手
法
を
、
地
域
開
発
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を

目
指
す
。

　
ま
た
、タ
イ
マ
イ
の
産
卵
地
保
護
や
、

ウ
ミ
ガ
メ
を
意
図
せ
ず
に
捕
獲
し
て
し

ま
う
混
獲
防
止
、
イ
ル
カ
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
運
用
な
ど
、
島
の
宝
で
あ
る

海
洋
生
物
の
保
全
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
の
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
井
口

専
門
家
は
、「
ゲ
シ
ュ
ム
島
は
地
質
・

注
目
集
ま
る
中
東
の
大
国

そ
の
陰
で
湿
原
が
危
機
に

高
ま
る
保
全
の
意
識

周
辺
地
域
の
モ
デ
ル
を
目
指
す

特集  生物多様性
３千万種の宝

生
態
学
的
な
価
値
か
ら
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）
が
支

援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
管

理
面
で
の
問
題
か
ら
登
録
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
今
、
そ
れ
を
も
う
一
度
復
活

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
開
か
れ
た
一
大
市
場
に
、
世
界
か
ら

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
イ
ラ
ン
。
日

本
、
そ
し
て
国
際
社
会
が
協
力
し
て
支

え
て
い
る
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
生
態

系
に
も
、
多
く
の
注
目
が
集
ま
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

ハラ保護区のマングローブ林の脇では、無計画な船着き場の
建設が進んでいる

住民と共に、里山・里海の考え方を取り入れた地域開発を検
討した

特集  生物多様性
３千万種の宝

生命の宝庫 未来へとつなぐ
緑豊かな湿原にやって来る渡り鳥や、ペルシャ湾に生きるさまざまな海洋生物。

イランは、中東地域の中でも特に生物多様性に富んでいる。
その自然の恵みを将来に残していくため、日本は長年にわたってイランへの支援を続けてきた。

アンザリ湿原での環境教育の様子。湿原を見渡せるウォッチングタワー
から、野鳥を観察した

地
道
な
調
査
か
ら

徐
々
に
生
態
系
が
明
ら
か
に

ドローンを使って空撮したアンザリ湿原。ドローンは簡単な測量ができたり、
違法な農地を発見できたりと、さまざまな面で活動の役に立っている

From  Iran
イラン

外来種のホテイアオイの防除作業を行うアショーリさん（右から２人目）

美しい羽を持つ
オオフラミンゴの群れ

ニシハイイロペリカンに発信機を装着する渡辺専門家（左）

タイマイの産卵の様子。ゲシュム島の
海岸には多数の産卵地が確認されて
おり、保護活動も行われている

島
の
生
態
系
を
守
り
た
い

住
民
と
共
に
立
ち
向
か
う

ゲシュム島

アンザリ湿原

テヘラン

カモメの仲間であるクロハラアジサシは、
湿地に浮いている水草の上に卵を産む

カメラトラップによって、
キンイロジャッカルが確認された

プロジェクトチームの
Youtubeのページで
は、アンザリ湿原の美
しい光景や動植物の
紹介動画などをご覧
になれます。
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今
、
世
界
中
の
企
業
が
熱
い
視
線
を

注
ぐ
国
が
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
が
核
開
発
問
題
を
理
由
に

経
済
制
裁
を
課
し
て
い
た
中
東
の
イ
ラ

ン
だ
。
今
年
１
月
に
制
裁
が
解
除
さ
れ

て
以
降
、
人
口
８
０
０
０
万
人
近
い
巨

大
市
場
、
そ
し
て
豊
富
な
石
油
や
天
然

ガ
ス
を
有
す
る
資
源
大
国
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
に
期
待
す
る
外
国
企
業
が
、
次
々

と
イ
ラ
ン
に
進
出
。
日
本
企
業
も
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
プ
ラ
ン
ト
大
手
、
商

社
な
ど
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
注
目
の
国
イ
ラ
ン
は
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
古
く
か
ら
日
本
と

交
流
が
あ
り
、
親
日
国
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
経
済
的
に
高
い
潜
在
力
を
秘
め

て
い
る
と
は
い
え
、
制
裁
の
影
響
に
よ

る
高
い
失
業
率
や
、
都
市
化
に
伴
う
環

境
破
壊
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し
て

お
り
、
日
本
は
環
境
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
開
発
援
助
を
続
け
て
き
た
。

　
カ
ス
ピ
海
沿
岸
に
位
置
す
る
ギ
ラ
ン

州
。
こ
こ
で
５
年
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
の
が
、

渡
辺
仁
専
門
家
だ
。
渡
辺
専
門
家
は
、

渡
り
鳥
の
重
要
な
飛
来
地
と
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
ン

ザ
リ
湿
原
を
保
全
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
。「
毎
年
、
10
万
羽

を
超
え
る
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
ア
ン
ザ

リ
湿
原
は
、
生
態
学
的
に
素
晴
ら
し
い

価
値
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
地
の

人
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
て
、〝
湿
原
は

死
ん
で
し
ま
っ
た
〞
と
言
う
の
で
す
」。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
か
ら
18
年

後
の
１
９
９
３
年
に
は
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
湿
地
と
し
て
モ
ン
ト
ル
ー
レ

コ
ー
ド
に
追
加
さ
れ
た
ア
ン
ザ
リ
湿

原
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ

る
。
都
市
排
水
の
流
入
に
よ
る
水
質
の

悪
化
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
の

堆
積
な
ど
に
よ
る
湿
原
の
乾
燥
化
、
そ

れ
に
ご
み
の
流
入
に
よ
る
環
境
悪
化
も

深
刻
化
し
て
い
る
。「
初
め
て
湿
原
を

見
た
と
き
、
確
か
に
汚
染
が
進
ん
で
い

る
箇
所
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分

に
対
策
が
間
に
合
う
状
況
で
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
で

は
悲
観
的
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す

が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い
の

で
す
」
と
渡
辺
専
門
家
は
話
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
目
的
は
、
湿

原
の
管
理
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
だ
。

２
０
１
１
年
に
は
、
イ
ラ
ン
環
境
庁
ギ

ラ
ン
州
事
務
所
を
事
務
局
と
す
る
「
ア

ン
ザ
リ
湿
原
管
理
委
員
会（
A
W
M
C
）」

が
設
立
さ
れ
た
。

　
農
業
開
発
推
進
省
、
教
育
局
、
文
化

遺
産
観
光
局
、
上
下
水
道
公
社
な
ど
の

関
係
機
関
に
よ
る
組
織
横
断
的
な
管
理

主
体
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
成

果
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
機
能
を
強
化

す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
A
W
M
C
の
下
に
は
、
流
域
管
理
、

汚
水
管
理
、
廃
棄
物
管
理
、
湿
原
生
態

系
保
全
、
環
境
教
育
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
６
分
野
か
ら
成
る
サ
ブ
委
員
会
が

あ
り
、
各
分
野
で
日
本
人
専
門
家
が
技

術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
専
門
家

が
担
当
す
る
の
は
、
湿
原
生
態
系
保
全

と
環
境
教
育
だ
。
中
学
生
の
こ
ろ
に
双

眼
鏡
で
鳥
を
観
察
し
て
、
ス
ズ
メ
や
ハ

ト
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鳥
が

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
体
験
が
、
生
物

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

い
う
渡
辺
専
門
家
。
大
学
卒
業
後
は
、

周辺の河川から湿原に流入するごみ

日
本
工
営
株
式
会
社
の
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
19
年
間
に
わ
た
り
日

本
国
内
の
案
件
に
従
事
。
そ
の
後
、
ア

ン
ザ
リ
湿
原
の
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

皮
切
り
に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
な
ど

の
海
外
案
件
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

　「
イ
ラ
ン
と
日
本
と
で
生
態
系
が
異

な
る
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
、
湿
原
に
関

す
る
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で

す
。
ど
ん
な
生
物
が
ど
れ
だ
け
の
数
存

在
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
変

化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
り
、
改
善
策

を
立
て
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
」
と
渡
辺
専
門
家
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
鳥
類
と
哺
乳
類
の
生
態
調
査
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
長
年
の
経
験
を
踏
ま
え

て
渡
辺
専
門
家
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、〝
現
場
を
見
る
〞
こ
と
だ
。「
趣
味

も
兼
ね
て
で
す
が
、
週
末
は
ほ
ぼ
毎
日

湿
原
に
出
掛
け
て
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
先
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
専
門
家
が
持
っ
て
い
た
カ
ヤ
ッ
ク
を

使
っ
て
湿
原
に
入
り
ま
し
た
。
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
で
は
進
め
な
い
浅
い
場
所
に

も
入
る
こ
と
が
で
き
、
水
の
流
れ
や
生

態
系
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」。

　
約
１
年
か
け
て
調
査
し
た
結
果
、
ア

ン
ザ
リ
湿
原
に
は
2
4
3
種
の
鳥
類
が

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。哺
乳
類
は
、

夜
間
で
も
撮
影
可
能
な
赤
外
線
セ
ン
タ

ー
を
用
い
た
カ
メ
ラ
ト
ラ
ッ
プ
を
導
入

し
て
調
査
し
た
結
果
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ

ワ
ウ
ソ
（Lutra lutra

）
や
キ
ン
イ
ロ

ジ
ャ
ッ
カ
ル
（Canis aureus

）
な
ど

19
種
が
確
認
さ
れ
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ

ワ
ウ
ソ
は
魚
を
食
べ
る
た
め
、
湿
原
の

生
物
多
様
性
を
測
る
た
め
の
重
要
な
指

標
に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ニ
シ
ハ
イ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン
（Pele-

canus crispus

）
の
調
査
で
は
、「
サ

テ
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
対
象
物
に
発
信
機
を
装

着
し
て
、
人
工
衛
星
を
利
用
し
な
が
ら

現
在
地
を
追
跡
す
る
調
査
手
法
だ
。
ア

ン
ザ
リ
湿
原
で
越
冬
し
た
ニ
シ
ハ
イ
イ

ロ
ペ
リ
カ
ン
は
、
カ
ス
ピ
海
西
岸
沿
い

に
他
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
を
中
継

し
な
が
ら
北
上
し
、
ロ
シ
ア
の
繁
殖
地

ま
で
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
渡
辺
専
門
家
は
、「
渡
り
鳥
の
保

全
は
、
国
単
位
で
は
な
く
国
際
的
な
協

力
が
必
要
に
な
る
た
め
、
今
後
は
、
ロ

シ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
渡
辺
専
門
家
と
行
動
を
共
に
す
る
現

地
職
員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
一
人
が
、
環
境
庁
ギ
ラ
ン
州

事
務
所
の
ア
ッ
バ
ス
・
ア
シ
ョ
ー
リ
さ

ん
だ
。
ア
シ
ョ
ー
リ
さ
ん
は
調
査
の
最

中
に
、
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
植

物
を
湿
原
内
で
発
見
。調
べ
て
み
る
と
、

侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

だ
と
分
か
っ
た
の
だ
。
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

は
、
放
っ
て
お
く
と
た
ち
ま
ち
水
面
を

覆
い
尽
く
し
て
し
ま
う
た
め
、
ア
シ
ョ

ー
リ
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

り
、
す
ぐ
に
防
除
に
取
り
掛
か
っ
た
。

「
も
と
も
と
彼
は
鳥
類
の
専
門
家
と
し

て
調
査
や
研
究
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
鳥
以
外
の
保
全
活
動

に
も
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
渡
辺
専
門
家

は
話
す
。

　
湿
原
の
生
態
系
に
関
す
る
基
礎
的
な

デ
ー
タ
は
徐
々
に
集
ま
り
つ
つ
あ
り
、

今
後
の
目
標
は
、
湿
原
の
状
況
を
継
続

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
環
境
教
育

の
分
野
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

し
た
教
材
や
ビ
デ
オ
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
ア
ン
ザ
リ
湿
原
に
関
す
る
教
育

を
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
渡
辺
専
門
家
は
、「
将
来
的
に
は
、

ア
ン
ザ
リ
湿
原
が
モ
ン
ト
ル
ー
レ
コ
ー

ド
か
ら
外
れ
、
そ
の
経
験
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
国
内
の
他
の
湿
原
や
近
隣
諸
国

に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で

す
」
と
意
気
込
む
。

　
一
方
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
上
に
浮
か
ぶ
ゲ
シ
ュ
ム
島
。
自
由
特

区
に
指
定
さ
れ
、
貿
易
や
経
済
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
島

で
も
、
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　「
島
北
部
の
ハ
ラ
保
護
区
で
は
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
最
大
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が

渡
り
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
生
態
系
を
支

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
海
域
に

は
、
絶
滅
危
惧
種
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や

タ
イ
マ
イ
な
ど
も
多
く
生
息
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

開
発
や
石
油
・
ガ
ス
開
発
、
観
光
開
発

に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
の
で
す
」。
こ
う
指
摘
す
る
の

は
、
ゲ
シ
ュ
ム
島
の
〝
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
〞
構
想
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
井
口
次
郎
専
門
家
だ
。

　
こ
の
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
経
済
特
区
の
開
発
、
貴

重
な
自
然
資
源
と
伝
統
の
保
全
、
地
域

住
民
の
格
差
是
正
の
三
つ
を
柱
に
掲
げ

て
い
る
。
特
に
地
域
住
民
の
格
差
是
正

に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の
経
済
活
動
の

裨
益
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ゲ
シ
ュ

ム
島
で
は
、
石
油
・
ガ
ス
産
業
は
国
の

利
益
と
な
る
も
の
の
、
島
の
住
民
の
雇

用
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

多
く
の
住
民
が
手
工
芸
品
を
観
光
客
に

売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
が
、
技
術

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
が
未
熟
な
た

め
、
十
分
な
生
計
向
上
に
は
結
び
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
そ
こ
で
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

日
本
に
根
付
く
〝
里
山
・
里
海
コ
ン
セ

プ
ト
〞
を
適
用
し
、
住
民
参
加
型
に
よ

る
持
続
可
能
な
開
発
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。「
ハ
ラ
保
護
区
で
は
、

ラ
ク
ダ
な
ど
の
家
畜
の
餌
に
す
る
た
め

に
、
住
民
に
よ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の

枝
打
ち
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
住

民
の
生
計
向
上
と
自
然
生
態
系
の
保
全

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
井
口
専
門
家
。
今
後
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
の
モ
デ
ル

事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
、
ゲ
シ
ュ
ム

島
に
お
け
る
里
山
・
里
海
コ
ン
セ
プ
ト

の
具
体
的
な
手
法
を
、
地
域
開
発
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を

目
指
す
。

　
ま
た
、タ
イ
マ
イ
の
産
卵
地
保
護
や
、

ウ
ミ
ガ
メ
を
意
図
せ
ず
に
捕
獲
し
て
し

ま
う
混
獲
防
止
、
イ
ル
カ
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
運
用
な
ど
、
島
の
宝
で
あ
る

海
洋
生
物
の
保
全
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
の
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
井
口

専
門
家
は
、「
ゲ
シ
ュ
ム
島
は
地
質
・

注
目
集
ま
る
中
東
の
大
国

そ
の
陰
で
湿
原
が
危
機
に

高
ま
る
保
全
の
意
識

周
辺
地
域
の
モ
デ
ル
を
目
指
す

特集  生物多様性
３千万種の宝

生
態
学
的
な
価
値
か
ら
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）
が
支

援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
管

理
面
で
の
問
題
か
ら
登
録
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
今
、
そ
れ
を
も
う
一
度
復
活

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
開
か
れ
た
一
大
市
場
に
、
世
界
か
ら

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
イ
ラ
ン
。
日

本
、
そ
し
て
国
際
社
会
が
協
力
し
て
支

え
て
い
る
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
生
態

系
に
も
、
多
く
の
注
目
が
集
ま
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

ハラ保護区のマングローブ林の脇では、無計画な船着き場の
建設が進んでいる

住民と共に、里山・里海の考え方を取り入れた地域開発を検
討した

特集  生物多様性
３千万種の宝

生命の宝庫 未来へとつなぐ
緑豊かな湿原にやって来る渡り鳥や、ペルシャ湾に生きるさまざまな海洋生物。

イランは、中東地域の中でも特に生物多様性に富んでいる。
その自然の恵みを将来に残していくため、日本は長年にわたってイランへの支援を続けてきた。

アンザリ湿原での環境教育の様子。湿原を見渡せるウォッチングタワー
から、野鳥を観察した

地
道
な
調
査
か
ら

徐
々
に
生
態
系
が
明
ら
か
に

ドローンを使って空撮したアンザリ湿原。ドローンは簡単な測量ができたり、
違法な農地を発見できたりと、さまざまな面で活動の役に立っている

From  Iran
イラン

外来種のホテイアオイの防除作業を行うアショーリさん（右から２人目）

美しい羽を持つ
オオフラミンゴの群れ

ニシハイイロペリカンに発信機を装着する渡辺専門家（左）

タイマイの産卵の様子。ゲシュム島の
海岸には多数の産卵地が確認されて
おり、保護活動も行われている

島
の
生
態
系
を
守
り
た
い

住
民
と
共
に
立
ち
向
か
う

ゲシュム島

アンザリ湿原

テヘラン

カモメの仲間であるクロハラアジサシは、
湿地に浮いている水草の上に卵を産む

カメラトラップによって、
キンイロジャッカルが確認された

プロジェクトチームの
Youtubeのページで
は、アンザリ湿原の美
しい光景や動植物の
紹介動画などをご覧
になれます。
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